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用 途
圧力容器、ボイラなどSB４１０、SB４５０、SB４８０、ASTM A５１６および０．５％Mo鋼の単層
および多層溶接。

使用特性
開先内でのスラグはく離性が良好です。多層溶接で機械的性質が良好であり、溶接後
熱処理を施すことにより衝撃値が向上します。G-８０／US-３６はSB４５０程度までに、US
-49との組合せは０．５％Mo鋼にも適用できます。

作業の要点
①予熱・パス間温度：１００～２００℃
②溶接後熱処理温度：炭素鋼６００～６５０℃

０．５％Mo鋼６２０～６８０℃
③２３５ページを参照してください。

ワイヤ C Si Mn P S Mo
備 考

鋼 種 板厚 mm

US-36 ０．０９ ０．３９ １．４６０．０１６０．０１１ － SB450 ２５

US-49 ０．０７ ０．４０ １．３２０．０１５０．０１２０．４６ SB480 ５０

ワイヤ ０．２％耐力
N／mm２

引張強さ
N／mm２

伸び
％

吸収エネルギー J 備 考

２０℃ ０℃ －２０℃ 鋼 種 板厚
mm 熱処理

US-36
４１０ ５２０ ２８ ８３ ７１ ４７

SB450 ２５
溶接のまま

３５０ ４８０ ３１ １１０ ９３ ７１ ６２０℃×１h

US-49
５３０ ６１０ ２５ ５１ ４１ －

SB480 ５０
溶接のまま

４８０ ５４０ ２８ ８０ ５７ － ６２０℃×４h

板厚
mm

ワイヤ径
mm 開先形状 パス 電流

A
電圧
V

速度
cm／min 備 考

５０ ４．８ １８
５５０～

７００

３０～

３４

２５～

３５
多層溶接

US-36 JIS Z３１８３ S５０２-H該当
AWS A５．１７ F７A２-EH１４該当

F６P２-EH１４該当
US-49 JIS Z３１８３ S５８３-H該当

AWS A５．２３ F７A０-EG-A２該当
F７P０-EG-A２該当

G-80／US-36US-49
炭素鋼、０．５％Mo鋼用

�溶接金属の化学成分の一例（％）

�溶接金属の機械的性質の一例

�溶接条件の一例

船級認定 ／G-80／US-36：NK，AB，LR，BV，NV，KR
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